　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2012年2月10日
各　位
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北東アジア研究交流ネットワーク

(Northeast Asian Studies & Exchange　Network)
代表幹事　谷口　誠

NEASE-Net第21回政策セミナーのご案内
　　立春が過ぎたとはいえ、例年にない厳しい寒さです。皆様には、ご清祥にて、ご活躍のことと存じます。
　　さて、2011年度最後の政策セミナーのご案内をいたします。政府によるTPP参加交渉がすでに始まっており、米国のアジア太平洋戦略の新たな展開が加わり、当該地域には昨年よりもより複雑な局面が生じてきた今年、この「交渉」の行方が気になるところです。山邑先生は、商社マンとしてのご経験の上に立ってTPPの交渉に問題を提起されます。また、私たちは、エネルギー・環境問題をめぐる北東アジア地域での協力も議論してきたテーマですが、今回は日中間での環境協力を前提とした研究を進める金振先生の問題提起を伺うことにしました。

皆様の積極的なご参加とご議論を期待します。
　
記

１　日　時：2012年3月3日（土）13：30～17：00
２　場　所：大阪経済法科大学東京麻布台セミナーハウス2F
東京都港区麻布台1丁目11-５　TEL:03-3582-2922

http://www.keiho-u.ac.jp/research/asia-pacific/access.html 

３　内容：
司会：千葉康弘　NEASE-Net副代表幹事　

中国河北師範大学客員教授

(1） 開会挨拶　谷口　誠NEASE-Net代表幹事　　　　　　　（5分）

　　　　　　　　　　　　　　　

（２）セミナー

①テ―マ：中国におけるエコシティ政策と日中間協力の課題
　　　報告者：金　振　(財)電力中央研究所　社会経済研究所

経済・社会システム協力研究員
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（60分）

質疑および意見交換 　　　　　　　　　　　   　　　　　(30分）　

休憩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10分）

②テ―マ：TPP参加が日本産業に及ぼす影響

　報告者： 山邑陽一　中国対外経済貿易大学亜州経済共同体大学院客員教授　　　 　　　　　　　　　　（60分）

質疑および意見交換　　　　　　　　　　　　　　　　　（30分）

　　　　　　　　

（３）閉会の挨拶 塩谷隆英　NEASE-Net副代表幹事　　        （5分）　
４　講師のご紹介：

山邑　陽一先生：

1959年神戸大学法学部を卒業、日綿實業（のちニチメン・現双日）に入社、ブラジル関連会社役員・大阪本社法務部長などを歴任。1999年ニチメン・グループを退社。2000年日本文理大学商経学部（現経営経済学部）教授に就任（国際経済学）、2006年退職。ベトナム協会・日本ブラジル中央協会・日本貿易学会などの会員、現在、対外経済貿易大学亜州経済共同体大学院客員教授。
　金　振　先生：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　1999年中国東北師範大学漢語言文化教育学科卒業、2004年、大阪教育大学大学院社会科学教育専攻、法学教育修士学位取得、2009年京都大学大学院博士課程法政理論研究専攻、法学修士、博士学位取得、同年電力中央研究所に入所、現在に至る。専門は、行政法（法理論、行政救済法）、環境法、地方自治法、環境政策過程論（地球温暖化防止政策、低炭素都市政策など）
５　懇親会：セミナー終了後、近くで懇親会を設けます。（有料）
６　お申込み先：別添申込用紙にご記入のうえ、メールないしはFAXで事務局宛お送りください。
E-mail:office@nease-net.org

